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【要 約】平成 21年規制適合の大型使用過程車の走行距離増加による排出ガス低減装置の削減効果への影響の
継続調査について、研究所年報 2016１)において平成 26、27年度の 2ヵ年分の調査結果について報告したとこ
ろであるが、引き続き平成 28、29年度においても継続調査を行った。NOxは走行距離増加に伴う排出量の増
加は見られなかったが、PMは走行距離増加とともに排出量が増加した車両があった。

 
【目 的】

平成 年規制適合の大型使用過程車で、同一車両において走行距離の増加による排出ガス低減装置の削減効

果への影響について確認するため、平成 ～ 年度の ヵ年にわたり継続調査を行った。

【方 法】

当研究所の大型シャシダイナモメータ及び大型車用排出ガス計測システムを用い、表 に示した平成 年規

制適合車 台について、法定モードである モードと東京都実走行パターン（以下、都モードという）によ

る排出ガス測定 を実施した。 後処理装置は、 車､ 車ともに尿素 である。また、光吸収係数の測定

は光透過式スモークメータ（オパシメータ：堀場製作所 ）を用いて測定 した。

【結果の概要】 
(1) JE05 モードにおける NOx 排出量を図 1 に示す。A 車、B 車とも各回の測定結果に若干のばらつきはある

が、シャシダイナモメータでの走行による微妙な運転差によるものと考える。測定当初からディーゼル重量

車のNOx排出量認証基準値 0.7g/kWh（認証試験はエンジンダイナモメータによる測定）を超過しているが、

走行距離増加に伴う NOx 排出量の増加は見られなかったことから、現時点で NOx 後処理装置の低減性能は

維持できていると考える。また、B 車の平成 27 年度の NOx 排出量の低減については既報１）にて報告してい

る。都モードにおける NOx 排出係数について図 2 に示す。JE05 モードと同様に、走行距離増加に伴う NOx
排出係数の増加は見られなかった。 

(2) JE05 モードにおける PM 排出量を図 3 に示す。A 車、B 車とも測定当初は PM 排出量認証基準値

0.010g/kWh を大きく下回る排出量であったが、B 車の PM 排出量が平成 28 年度調査において認証基準値を

超過し 0.0123g/kWh であり、平成 29 年度調査ではさらに増加し 0.0194g/kWh であった。都モードにおけ

る PM 排出量を図 4 に示す。JE05 モードと同様に、A 車の排出量は各回の測定結果に若干のばらつきはあ

るものの、同程度の排出量であるが、B 車は JE05 モードと同様に平成 28 年度調査から排出量が増加した。 
(3) オパシメータによる光吸収係数の測定値を表 2 に示す。A 車の光吸収係数は各回の測定結果に若干のばら

つきはあるものの同程度である。B 車は平成 26、27 年度の測定値は A 車と同程度であった。PM 排出量が

認証基準値を超えた平成 28 年度、平成 29 年度の測定値は、それぞれ 0.020m-1、0.025m-1であったが、継

続検査（車検）時における光吸収係数規制値 0.5m-1以下であるので、継続検査は合格と判断される。これは、

オパシメータでは DPF（ディーゼルパティキュレートフィルター）の不具合として確認できない程度の排出

量の増加であることを示している。 
【参考文献】 東京都環境科学研究所年報、pp.2-3（2016） 2)「シャシダイナモメータによる JE05 モード

排出ガス測定方法」について 国土交通省自動車交通局、国自環第 280 号：平成 19 年 3 月 16 日(2007) 3) 道
路運送車両の保安基準の細目を定める告示 別添 109 
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図 1 走行距離別 NOx 排出量（JE05） 図 2 走行距離別 NOx 排出係数（都モード） 

図 3 走行距離別 PM 排出量（JE05） 図 4 走行距離別 PM 排出量（都モード） 

表 2 オパシメータによる光吸収係数測定値（単位：m-1） 

A車 0.009 0.010 0.004 0.011 0.006 0.010 0.005 0.011
B車

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

0.010 0.011 0.020 0.025

走行距離の増加による 排出量の増加は見られなかった。

B車の PM排出量、光吸収係数が平成 28年度から増加した。 

表１ 車両諸元  

1回目 2回目 3回目 4回目 1回目 2回目
H26.9 H27.2 H27.9 H28.2 H27.1 H28.1

127,799 146,329 175,329 193,118 173,830 229,434
5回目 6回目 7回目 8回目 3回目 4回目
H28.8 H29.2 H29.8 H30.2 H29.1 H30.2

202,856 210,185 221,021 229,915 272,274 322,272

測定年月

搬入時走行距離（km）

測定年月

搬入時走行距離（km）

NＯx後処理装置 尿素SCR 尿素SCR
測定回数

変速機 7MT 6MT
登録年月 平成23年4月 平成24年4月

車両総重量（kg） 24,950 15,905
等価慣性重量（kg）（法定） 18,845 14,393

乗車定員（人） 2 55
最大積載量（kg） 12,100 －－－－－

車　　　　両 A車 B車

測定回数

排出ガス規制区分 平成21年規制 平成21年規制
車体の形状 バン リヤーエンジン

排気量(L) 12.808 12.913
車両重量(kg) 12,740 12,880
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